






昭和 61,62年度の研究で重点的に取り扱ってきた先天性副腎過形成症マススクリーニング

は,各地におけるパイロットスタディの集計も順調に進み総合的な評価も高く,厚生省内は

もとより財政担当側の理解を得ていよいよ昭和64年1月から検査料公費負担の原則の下に

第 8 番目の種目として実施に移されることが内定したので,本年度からは諏訪城三氏を分

担研究者とする研究グループとして独立することとなった。 

従って「マススクリーニングに関する研究班」として最終年度に当る本年度に限っては,

我々の研究グループは「先天性副腎過形成症の次に実施すべきものがあるとすればそれは

何か」を命題として研究を行なった。この報告書にとり上げられている高コレステロール

血症,高アンモニア血症,先天性尿素サイクル異常症,高オルニチン血症,先天性神経管障害,

ジカルボン酸尿症,先天性有機酸代謝異常症などはこの意味で各々重要な疾患である。 

心身障害の発生を予防して小児の健全な育成に資することの意義は今後ますます大きくな

ると予想されるので,これらの疾患の患児が障害を免れることが出来るように各々の研究

の継続・発展を期待したい。 


